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２
月
２５
日
（
金
）
、
表
記
の
会
が
民

主
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
参
加
者
は
、

岡
山
支
部
か
ら
４
人
（
真
田
支
部
長
、

河
井
理
事
長
、
小
林
事
務
局
長
、
曽

田
理
事
）
、
倉
敷
支
部
か
ら
３
人
（
宇

野
理
事
長
、
犬
飼
理
事
、
平
井
理
事
）

の
計
７
人
で
し
た
。 

小
林
事
務
局
長
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
報
告
の
一
覧
表
及
び
当
日
の
式
次

第
（資
料
２
）と
役
割
分
担
を
提
案
し
、

少
し
手
直
し
し
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

宇
野
理
事
長
か
ら
「
総
会
結
成
の
お

知
ら
せ
」
（
資
料
１
）
が
示
さ
れ
た
。
（
会

終
了
後
、
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
へ
持
参
し

た
）
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
協
会
本
部
か

ら
の
「
会
費
・
準
会
費
の
配
分
表
」
を
も

と
に
、
連
合
会
結
成
後
の
理
事
会
で
時

間
を
か
け
て
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

事
務
所
費
の
分
担
は
、
岡
山
支
部
７

割
、
連
合
会
３
割
と
決
め
ま
し
た
。 

会
則
は
、
次
の
諸
点
を
加
筆
、
修
正

を
し
た
。 

第
１
条
、
「
・
・
・
・
・
事
務
所
は
岡
山

市
北
区
下
伊
福
町
１
―
５３
（
岡
山
県

民
主
会
館
を
追
加
）」 

第
４
条
、
「
こ
の
会
は
、
岡
山
県
下
を

岡
山
県
内
に
」 

第
５
条
の
「
（
１
）
総
会
は
、
・
・
・
・
・
規

約
改
正
を
会
則
改
正
に
」 

「
（
５
）
の
総
会
は
、
構
成
員
を
代
議

員
に
」 

第
６
条
の
「
（
２
）
役
員
は
総
会
で
『
岡

山
県
内
の
各
支
部
の
』を
追
加
」 

 

次
の
３
点
を
付
則
と
し
た
。 

１
， 

こ
の
会
則
は
２
０
２
２
年
４
月
１
日

よ
り
実
施
す
る
。 

２
， 

支
部
に
準
備
会
は
理
事
会
の
承

認
を
得
て
、
支
部
に
準
ず
る
取
り

扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。 

３
， 

支
部
が
選
出
す
る
大
会
代
議
員

の
人
数
は
、
そ
の
都
度
理
事
会
に

お
い
て
決
め
る
。 

 

第
４
回
新
支
部
結
成
打
ち
合
わ
せ

会
（３
月
１
日
、
井
原
市
）新
支
部
結
成

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。 

次
回
は
、
最
終
的
な
確
認
を
す
る
た

め
に
、
３
月
１１
日
に
民
主
会
館
で
開

き
、
岡
西
公
民
館
を
見
に
行
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

 

（資料１）日本中国友好協会岡山県支部連合会結成総会のお知らせ 

日中友好協会岡山支部・倉敷支部                

1972 年の日中国交正常化から 50 年を経たいま、コロナ禍に加え、中国をめぐる情勢も厳しさを増し、日本国

民の対中感情がかつてなく悪化している中で、日中友好協会は懸命な努力を続けています。 

日中両国をはじめとしたアジアと世界の人々が、平和と友好を柱とした国際関係を築くことがきわめて重要で

す。そのためには、日本国憲法前文および第９条の世界平和・不再戦の理念、決意を新たにし、過去の侵略戦

争を正当化する歴史認識および軍拡の連鎖を招く軍備拡大には反対せざるを得ません。 

その上で、両国民がそれぞれの国が抱える問題点を解決する努力を重ねているという信頼感の上に立って

相互理解を促進し、友好の心情を高める文化活動、友好交流活動をはじめとする草の根の日中友好運動の役

割がますます大きくなっています。 

 日中国交回復50周年の記念すべき年に、一部の偏ったマスメディアの影響もあり、国民の対中感情の悪化が

見られますが、人類史の視点に立って、日中友好、交流・理解の運動も粘り強く続いており、両国の友好交流

関係が重要であることは、両国民の共通認識となっています。 

 

 歴史的には、吉備真備の遣唐使としての偉大な業績、戦前の犬養毅と辛亥革命の指導者孫文との深い交

流、井原市出身の内山完造と魯迅らとの友情と連帯、戦後では、日中国交回復に貢献した岡崎嘉平太と周恩

来首相との強い信頼関係など岡山県にゆかりのある偉人を輩出しております。 

 これらの歴史と伝統を引き継ぎ、学びながら、日中友好協会岡山支部と倉敷支部とが共同して岡山県支部連

合会を 3月 20日に結成する運びとなりました。 

 今後も引き続き、日中不再戦・平和擁護の諸活動、文化事業活動、諸分野での交流活動、中国から帰国した

日本人とその配偶者・家族への協力と援助などを進めていきたいと考えております。 

 岡山県民の皆さんにも広く呼び掛け、ご理解とご協力を仰ぎたいと思います。 

 

期 日：２０２２年３月２０日、午前１０時～１２時 

場 所：岡西公民館、岡山市北区下伊福西町１－４８  

TEL:０８６－２５３－７５８１ 

連絡先 岡山（小林）090－8240－2001、倉敷（宇野）080－6014－4718 

 

第
１７
回
岡
山
県
支
部
連
合
会
打
ち
合
わ
せ
会 

―
結
成
総
会
の
式
次
第
決
め
る―
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
１
日
（金
）午
前
１０
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

池田 

犬飼 

小林 

坪井 

（資料２） 

日本中国友好協会岡山県支部連合会結成総会 

式次第 

３月２０日(日)１０：００－１２：００ 

岡山市岡西公民館 

司会・開会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡山（河井）倉敷（平井） 

結成準備委員会代表あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡山（真田） 

来賓あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・華僑華人総会（劉勝徳会長） 

日中本部メッセージ代読・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡山（小川） 

経過報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡山（小林） 

 

協議事項 

（１）会則（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・倉敷（犬飼） 

（２）役員（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・倉敷（宇野） 

（３）予算（新聞発送の諸費用を中心に）・・・・・・・・・・・・・倉敷（犬飼） 

（４）当面の活動について 

① 新支部結成の取り組みの現状と課題・・・・・・・・・・・・・倉敷（宇野） 

② 新聞編集委員会のメンバー選出・・・・・・・・・・・・・・・・・岡山（小林） 

③ 日中国交正常化５０周年記念行事の取り組み・・・・・・岡山（小林） 

④ その他（第12 回中国百科検定など） 

（５）その他（倉敷支部15 年史発行、「いほり」の現状報告など） 

 

質疑応答・採決 

太極拳の表演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 岡山支部太極拳講習会有志 

役員の紹介とあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 倉敷（宇野） 

諸連絡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （事務局） 

閉会のあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 倉敷（大本） 

 

井
堀
さ
ん
か
ら
米
子
支
部
へ
の
お
礼
の
手
紙 

令
和
４
年
２
月
１５
日 

拝
啓 

 

立
春
と
は
名
ば
か
り
で
、
寒
さ
の
き
び
し
い
日
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
２
月
１

日
は
中
国
の
春
節
で
す
。
新
庄
様
に
頂
い
た
カ
ン
パ
で
「
飾
り
物
」

を
買
っ
て
ホ
ー
ル
で
飾
り
、
利
用
者
様
に
中
国
の
春
節
の
気
分
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
下
記
の
写
真
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。 

敬
具 

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
い
ほ
り 

井
堀 

風
才 

 

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
―
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」 

こ
れ
は
昭
和
初
期
に
絶
対
的
天

皇
制
の
も
と
で
、
貧
困
と
無
権
利
の

状
態
に
置
か
れ
た
国
民
を
救
う
為

に
立
ち
上
が
っ
た
人
達
に
対
し
、
１
９

２
５
年
に
制
定
さ
れ
た
治
安
維
持
法

に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
獄
死
し
た
２４
歳

の
伊
藤
千
代
子
の
物
語
で
す
。 

昨
年
の
衆
議
院
選
で
改
憲
勢
力

が
７７
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

今
、
戦
前
の
よ
う
な
世
界
に
戻
さ
な

い
為
に
も
こ
の
映
画
を
普
及
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。 

４
月
中
旬
か
ら
全
国
上
映
が
始

ま
り
ま
す
。
岡
山
で
も
各
地
で
上
映

実
行
委
員
会
が
作
ら
れ
そ
の
準
備

が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
岡
山
支
部 

 

河
井
伸
士 

 

伊藤千代子を演じる

井上百合子（新人） 

試写会 ４月１７日（日）１０：００～１２：００ 

福祉交流プラザ旭東 


